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が
置
か
れ
て
お
り
、
反
対
。

　

ま
た
、
新
教
育
委
員
会
制
度

の
関
連
二
条
例
は
、
市
長
が
教

育
委
員
長
を
任
命
し
、
教
育
長

と
教
育
委
員
会
は
市
長
の
支
配

下
に
置
か
れ
る
危
険
を
伴
う
。

公
民
館
の
廃
止
が
前
提
の
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
条
例
は
問
題
で

あ
る
。
指
定
管
理
あ
り
き
の
図

書
館
条
例
は
、
教
育
機
関
で
あ

る
図
書
館
の
運
営
を
営
利
企
業

に
任
せ
る
こ
と
が
問
題
で
あ

る
。
よ
っ
て
四
条
例
は
反
対
。

さ
ら
に
病
院
事
業
会
計
に
関
し
、

設
置
者
と
な
る
市
長
の
市
政
運

営
方
針
で
は
病
院
事
業
に
つ
い

て
発
言
が
な
く
、
現
状
分
析
も

な
い
ま
ま
、
運
営
形
態
だ
け
の

変
更
は
危
険
で
あ
り
、
反
対
。

陳

情

討

論

議
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正
提
案
説
明

◆
日
本
共
産
党

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
条
例
は
、
新
制
度
で
示
さ
れ

て
い
る
遊
び
の
指
導
を
中
心
と

し
た
健
全
育
成
を
担
保
す
る
も

の
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

事
業
者
が
撤
退
し
た
場
合
の
担

保
が
な
く
反
対
。
い
じ
め
の
防

止
等
に
関
す
る
条
例
は
、
い
じ

め
事
象
の
把
握
と
追
及
に
重
点

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

委
員
補
充
員
を
選
出

　

次
の
陳
情
は
所
管
の
常
任
委

員
会
へ
回
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ご
み
有
料
化
に
関
す
る
陳
情

　

次
の
請
願
は
、
所
管
の
常
任

委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

◆
不
採
択
と
な
っ
た
請
願

▼�

旭
町
庁
舎
と
旭
町
図
書
館
を

守
る
請
願
（
継
続
審
査
事

件
）

◆�

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

た
請
願

▼�

市
民
の
生
涯
学
習
の
場
で
あ

る
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
の

存
続
を
求
め
る
請
願
（
継
続

審
査
事
件
）

▼�

す
べ
て
の
子
ど
も
の
権
利
が

保
障
さ
れ
る
保
育
・
子
育
て

支
援
制
度
の
実
現
を
求
め
る

請
願
（
継
続
審
査
事
件
）

▼�

重
度
障
が
い
者
医
療
助
成
の

精
神
障
が
い
者
へ
の
適
用
に

関
す
る
請
願
（
継
続
審
査
事

件
）

▼�

よ
り
よ
い
子
育
て
環
境
の
実

現
を
求
め
る
請
願

▼�

全
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制

度
移
行
及
び
新
東
部
地
域
図

書
館
と
新
永
和
図
書
館
建
設

計
画
の
再
検
討
を
求
め
る
請

願
▼�「
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
」

の
見
直
し
を
求
め
る
請
願

　

東
大
阪
市
議
会
議
員
の
定
数

を
現
在
の
四
十
二
人
か
ら
三
十

八
人
と
す
る
提
案
を
す
る
。

　

今
日
、
本
市
も
人
口
減
少
社

会
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
さ

ら
な
る
行
財
政
改
革
を
迫
ら

れ
、
同
時
に
自
治
体
間
競
争
の

時
代
を
迎
え
て
い
る
。
そ
ん
な

中
、
公
立
小
中
学
校
の
耐
震
化

を
は
じ
め
、
市
民
会
館
な
ど
老

朽
化
し
た
公
共
施
設
の
再
編
整

備
に
も
取
り
組
み
、
ま
た
、
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
が
２
０
１
９
年

に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
会
場
と

し
て
決
定
し
、
花
園
中
央
公
園

を
中
心
と
す
る
整
備
を
進
め
、

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
の
南
伸
も
望

ま
れ
る
な
ど
、
基
盤
整
備
事
業

だ
け
で
も
目
白
押
し
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
進
め
る

た
め
に
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
多
額
の
財
源
が
必
要
で
あ

り
、
市
と
し
て
は
職
員
数
の
削

減
な
ど
、
行
財
政
改
革
に
努
め

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

も
と
で
、
市
議
会
に
お
い
て
も

議
員
一
人
一
人
が
誰
よ
り
も
襟

を
正
し
、
今
こ
そ
行
財
政
改
革

に
努
め
る
た
め
、
さ
ら
な
る
定

数
削
減
を
断
行
す
べ
き
で
あ
る
。

　

行
財
政
改
革
の
た
め
の
議
員

定
数
削
減
は
安
直
過
ぎ
る
。
行

財
政
改
革
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
、
意
見
を
議
会
で
交
え
、
手

法
を
探
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

議
論
の
主
体
と
な
る
議
員
を
減

ら
す
提
案
は
、
自
ら
を
無
駄
だ

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
存
在
意

義
を
否
定
す
る
行
為
で
あ
る
。

色
々
な
主
張
を
持
っ
た
市
民
の

代
表
が
議
会
で
発
言
す
る
の

が
、民
主
主
義
の
原
則
で
あ
る
。

　

こ
の
間
も
五
十
名
を
四
十
六

名
に
、
さ
ら
に
四
十
二
名
へ
と

連
続
し
て
定
数
削
減
を
行
っ
て

お
り
、
本
市
の
適
切
な
議
員
定

数
の
議
論
を
抜
き
に
、
行
革
の

一
環
で
さ
ら
に
定
数
を
削
減
す

る
こ
と
は
何
の
道
理
も
な
い
。

　

行
財
政
改
革
と
し
て
議
会
も

身
を
削
る
必
要
が
あ
る
の
な

ら
、
報
酬
の
削
減
な
ど
で
対
応

す
べ
き
で
あ
り
、
民
主
主
義
の

基
本
で
あ
る
議
員
定
数
を
削
減

す
る
の
は
、
民
意
を
削
る
も
の

で
あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
反

対
す
る
。

◆
さ
わ
や
か
な
風

　

一
般
及
び
病
院
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て
苦
渋
の
選
択
で
賛

成
す
る
が
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

の
土
地
購
入
経
費
と
地
方
独
立

行
政
法
人
化
経
費
に
つ
い
て
は

反
対
の
意
思
を
表
す
る
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
向
け
た
本
市
の
財
政
投
入
は

約
百
億
に
上
る
が
、
ど
の
よ
う

な
形
で
地
域
経
済
活
性
化
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の

か
。さ
ら
に
試
合
は
一
、二
試
合

だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
費
用
対

効
果
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
か
。

　

多
額
の
市
債
残
高
を
抱
え
、

新
市
民
会
館
建
設
等
、
市
債
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
財
政
状
況

　

三
月
十
二
日
付
で
、「
東
大

阪
市
議
会
真
正
議
員
団
」
は

「
正せ
い
こ
く鵠
の
会
」
へ
会
派
名
を
変

更
し
ま
し
た
。

請
　
　
願

　

三
月
二
十
六
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
、
及
び
委

員
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

次
の
方
に
決
ま
り
ま
し
た
。　

　

（
敬
称
略
）

選
挙
管
理
委
員

東
口　

貞
男

寺
島　

和
幸

中
川　

初
美

岸
本　

操
子

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

石
井　

逸
夫

松
嶋　
　

晃

田
中　

康
升

岡
崎　
　

修

議
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正
　
討
論

◆
日
本
共
産
党

　

一
般
会
計
予
算
は
、
子
育
て

に
お
い
て
、
公
の
責
任
を
放
棄

す
る
公
立
認
定
こ
ど
も
園
の
設

計
等
委
託
料
、
い
じ
め
の
責
任

追
及
に
な
っ
て
い
る
い
じ
め
防

止
条
例
の
再
検
討
を
求
め
、
調

査
委
員
会
経
費
を
減
額
す
る
。

　

ま
た
、
市
民
の
声
を
聞
か
ず

に
進
め
る
東
部
地
域
の
仮
設
庁

舎
建
設
事
業
、
非
効
率
的
な
公

共
施
設
再
編
整
備
事
業
や
計
画

で
は
管
理
戸
数
を
現
状
維
持
す

る
住
宅
地
区
改
良
事
業
を
減
額
。

　

さ
ら
に
、
無
駄
遣
い
を
続
け

て
い
る
特
定
地
域
の
た
め
の
人

権
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
交
流
事

業
や
青
少
年
セ
ン
タ
ー
教
室
活

動
経
費
な
ど
を
減
額
し
、
学
校

司
書
の
配
置
予
算
を
増
額
す
る
。

　

地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用

で
で
き
な
か
っ
た
医
師
、
看
護

師
の
確
保
や
効
率
的
な
経
営
な

ど
を
独
立
行
政
法
人
化
で
解
決

す
る
と
し
て
い
る
が
、
今
ま
で

の
課
題
分
析
が
優
先
で
あ
り
、

病
院
事
業
会
計
予
算
の
行
政
法

人
化
委
託
料
を
運
営
形
態
等
の

研
究
な
ど
に
内
容
変
更
す
る
。

で
は
ラ
グ
ビ
ー
場
用
地
は
購
入

す
べ
き
で
は
な
い
。

　

地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用

へ
の
移
行
時
、
迅
速
な
人
材
の

確
保
、
経
営
の
効
率
的
な
運

用
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
が
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

今
回
と
全
く
同
じ
説
明
で
あ
り
、

な
ら
ば
な
ぜ
地
方
独
立
行
政
法

人
化
に
駒
を
進
め
る
の
か
。
資

金
剰
余
金
を
取
り
崩
す
な
ど
の

不
安
定
な
経
営
実
態
で
、ど
う

独
り
立
ち
で
き
る
の
か
。

公

明

党

み
ら
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

自

由

民

主

党

日

本

共

産

党

修
正
案
提
案
説
明

　
会
派
名
の
変
更
　


